





































































iEARN（International Education and Resource Network）が展開する多様なプロジェクト活動の一
つである（jEARN, 2017）。外国語学習において、海外留学は学生に肯定的な影響を与えると
する研究は多くある（Byram and Feng, 2006; Taguchi, 2008, 2011; Kinginger, 2013; Dewey, Brown, 
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　外国語への積極的な態度として、WTC（Willingness to Communicate）in L2（第2言語）が
重視されているが、MacIntyre, Baker, Clement & Donovan （2002, p.538-542） によると、これは
もともと MacCroskey（1992）の L1（第 1言語）の WTC を元に作られている。そして 
MacCroskey の WTC は、公衆、親しい間柄など話す場面や人数は変わるが、相手と “talk（話
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